
（別紙３）

～ 令和8年2月21日

（対象者数） 40 （回答者数）
35

～ 令和8年2月19日

（対象者数） 6 （回答者数）
6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

お子様のニーズに寄り添い、気持ちを大切にしながら楽しい

プログラムになるように計画を立てていきます

2

楽しく通えるようなプログラム作りに取り組みます

イベント活動を設定し、自立度を高めていきます

3

些細な気づきも保護者の方と情報共有に努める

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

お知らせや掲示物等で都度取り組み内容の報告をする

2

保護者のニーズに合わせ交流の機会を作る

3

ご利用者様に合わせての支援計画・支援プログラムの作成 日々のご様子をスタッフ間で共有し、より良い支援となるよう

にプログラムを考え作成している

自立度を高められるような活動を提供している

○事業所名 ハッピーテラス　小山中央教室

○保護者評価実施期間
令和8年2月1日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
令和８年　２月１９日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和8年2月20日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

ご利用者様と信頼関係を構築できている 気持ちに寄り添いながら支援を行っている。日常の楽しかった

ことや不安に思ったこと、様々な感情に寄り添いながら関わっ

ている。

保護者の方に日々フィードバックを行うことができている お迎え時に保護者の方にご様子は詳しくお伝えしようと心掛け

ている

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

避難訓練やマニュアルなどの情報の開示が不十分 研修等の周知が不十分だった

保護者参加のイベントや交流の機会が少ない 今年度は年末に交流イベントを設定したが、日常的に関われる

場面が少ない

事業所における自己評価総括表公表


